

























































































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・
、その危機じたいを打破するための希望を託した形象であったと結論した。 
 第三部「「一冊の、ささやかな、本」」では、これまでの論述を踏まえて「本」という形
式に考察を加える。第一部および第二部で明らかとなったように、ベンヤミンは故郷ベル
リンの未知なる新たな諸相をテクストに現前化させることで、『幼年時代』を自伝としてで
はなく、同時代的なメッセージを伝達する「本」として執筆した。読者層として「国を追
われたドイツ人たち」すなわち、おのれと同じ立場に置かれた亡命者たちを明確に意図し
ていたことがその証左と言える。ただしすでにエッセイ集『一方通行路』（1927 年）におい
て、ベンヤミンは「本」における古典的権威性を否定している。むしろ 1930 年代の思想で
重要視されていたのは写真や映画といった最新テクノロジーであり、きわめて古典的な形
式である「本」への回帰はメディアの変動にたいするベンヤミンの意識と矛盾している。
以下、第九章と第十章では、この矛盾じたいに向き合うことで、『幼年時代』が「一冊の、
ささやかな、本」であるべき意義を追求する。 
 第九章「「家」としての「本」」では、最初に『幼年時代』と同時期に執筆され、幸運に
も「本」として出版された書簡アンソロジー『ドイツの人びと』（1936 年）の読解を試みた。
両作品は、通常の歴史叙述では取り上げられることのない「取るに足らない事柄」が回想
の対象とされるという点において密接な関連性を持つ。ベンヤミンが『ドイツのひとびと』
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を、おのれが造った「ノアの方舟」と呼んだことから、彼が重要視したのは作品を物体と
して「未来」に残すこと、それ自体であったと指摘できる。 
 このように来るべき読者に向けられた「本」が成立するにあたっては、方法論としての
〈削除〉が重要な役割を担う。テクスト「ムンメレーレン」の両タイプ稿の比較検討によ
って、削除とは、作品の分量の調節を目的としたものではなく、作者自身がおのれの姿を
「隠す」ことで、「国を追われたドイツ人たち」のための代替的・仮想的「居住空間」＝「家」
を残すための戦略であることが明らかとなった。ベンヤミンは、作者である自身の「痕跡」
を徹底して消すことによって作品に完成をもたらしたのである。 
 第十章「『幼年時代』の〈運命〉」では、ベンヤミンがテクスト「少年の本」で展開した
書物観をもとに、1950 年代にテオドール・アドルノが主導した『幼年時代』出版作業を含
めた、作品の「その後の生」の可能性について考察した。ベンヤミンが重要視したのは、
経年劣化によって「手擦れした本」が持つ美である。したがって『幼年時代』という作品
もまた、読者の手によってもたらされる老い＝変容の可能性を内在させているのだと言え
る。 
 「本」と老いとの関係を考えるにあたって、アドルノによるエッセイ『本好きの妄想あ
れこれ』（1959 年）を援用した。アドルノもまた、「本」の「真正な美」を「傷を被ること」
と見定め、かつての友人ベンヤミンと同様の「手擦れした本」への愛着を表明する。この
点において、戦後『幼年時代』を出版したアドルノの功績に新たな価値を見出すことがで
きる。1950 年にズーアカンプ社から出版されたアドルノ版『幼年時代』は、ベンヤミンの
生前に成立した手稿や新聞・雑誌記事を底本として編集されたものであったため、「全 30
篇からなる一冊の本」という形態とは大きく異なるがゆえに、今日ではベンヤミンの意向
を無視したヴァージョンであると否定的に捉えられている。ただし他ならぬベンヤミンが、
「手擦れ」によって「本」が変容する過程そのものに価値を見出しており、さらには『本
好きの妄想あれこれ』における「死すべきもののみが復活できる」との一節を踏まえるな
らば、アドルノ版『幼年時代』は、本作品に不完全な「本」というかたちを与えることに
よって、「復活」＝「その後の生」の道を示したことに意義があると言える。 
 これまで論じてきたことを総括すれば、「一冊の、ささやかな、本」としての『幼年時代』
は、その「ささやかさ」がゆえに変容の可能性を秘めた、来るべき読者のために残された
「本」である。「結」では、本博士学位請求論文での到達点を概観することによって、ベン
ヤミン作品の「その後の生」を研究という手法によって担うべく、筆者自身の今後の研究
課題の展望を示した。 
